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今月の題字は

小川町の近
こんどうはなえ

藤花枝さんの作品です。

　　　  これならわかる！ふくし
◆成年後見制度と日常生活自立支援事業との違い…………… 2 〜 5
◆お知らせ………………………………………………………… 6 〜 8
　サルビア号をご利用ください、安城市社会福祉協議会が窓口となる貸付制度のご案内、
　福祉センターまつり、子ども生活相談、赤い羽根共同募金配分事業歳末激励品贈呈、
　介護者のつどい、安城市福祉まつりボランティア募集、被災地ボランティア活動給付金、
　災害義援金について、身体障がい者社会参加支援事業、安城市社協へご寄付をいただきま
　した、ボランティア団体のためのフェイスブック講座、福祉教育サポーター体験会

ハートン

安城市社協基本理念
「住民一人ひとりが主役の福祉のまちづくり」
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９月から、福祉センターまつりが始まるよ。みんなで行っておまつりを
楽しもう！！ 詳しくは６ページを見てね！
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いろんなシーンで

ご利用ください！

　　高齢者や障がいのある人に、外出支援等の活動
をしている「希望の会」のみなさまです。

「サルビア号を借りられるから、楽に出かけること
ができて嬉しいです！」と笑顔で答えてくださいま
した。

　みなさまは、サルビア号をご存知ですか？サルビア号は車いす移送車の愛称で、車いすのまま乗車できる
優れものなんです。「家族で旅行に行きたいけど、車いすのまま車に乗れないから…」、「家の車では車いす
からの乗り降りが大変で…」、そんな人は、ぜひサルビア号をご利用ください。
　安城市社協には、貸出用として９台ご用意しています。通院の利用だけではなく、買い物や家族とのお出
かけ、旅行にも使用することができます。サルビア号を上手に使って、外出の機会を増やしてみてはいかが
でしょうか？詳しくは、６ページをご覧ください。

サルビア号を借りて
さあ！みんなで陶芸教室に出発だー！！

楽しんで
きてね～

あんじょう社協だより
'18 8/15
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これならわかる！ふく し
　『成年後見制度』は、裁判所の審判により財産管理や福祉施設の入退所などの生活全

般の支援に関する契約等の法律行為を援助することを目的としています。『日常生活自立

支援事業』は、社協との契約により福祉サービス利用の援助や日常的な金銭管理等に限

定されていることが特徴です。

♦申立てに必要な書類　

　申立書、戸籍謄本、住民票、医師の診断書など

♦申立てに必要な費用

 ・印紙代等で１万円程度

 ・鑑定費用 (５万円から１０万円程度必要です。）

※鑑定とは、本人の判断能力がどの程度あるのかを医学的に

   判定することをいい、ケースによって必要となる場合があります。

♦後見開始後の費用

　本人の支払い能力に応じて、妥当な報酬額（後見人等への費用）を家庭裁判所が決定します。

◆こんな時に…
認知症のある 85 才の A さんは、ひとり暮らし。

近くに身内はいません。なんとかひとりで暮ら

していましたが、認知症が進んだため、自宅で

暮らすことが難しくなってきました。施設の入所

を考えましたが、A さんひとりでは入所の手続

きができません。

◆こんな時に…
親が高齢になってしまい、知的障がいのある子

どもの身の回りの世話ができなくなってしまい

ました。

◆このように支援！
安城市社協が A さん成年後見人に選

任され、施設入所の手続きを行いまし

た。また、施設に入ってからの金銭管

理についても行うことになりました。

◆このように支援！
成年後見人として弁護士が選任されま

した。本人や家族より施設入所の希望

があり、入所の手続きを行いました。

通所施設も引き続き利用できるよう調

整をしました。

〈成年後見制度と日常生活自立支援事業の違い〉

  ①成年後見制度ってどんなことをしてくれるの？

②誰が支援してくれるの？

たとえば①

たとえば②

④必要書類や費用は？

③利用の流れは ?

　成年後見制度は、認知症や知的障がい、精神障がいなどにより判断能力が低下した人のお金の管

理や、日常生活でのさまざまな契約などを支援することを目的とした制度です。

　支援の内容は、次のとおりです。

　支援してくれる人のことを「後見人等」といいます。後見人等は本人の実情に応じて、家庭裁判所が

選任します。親族以外にも、弁護士や司法書士などの専門家や法人（社会福祉協議会など）が後見人

等になれます。

　後見人等は、利用する人の判断能力の程度に応じて「成年後見人」「保佐人」「補助人」の３つの種

類に分けられます。

大切なものを守ります
（財産管理）

生活をサポートします
（身上監護）

　本人の預貯金や不動産の管理、保存、
処分、権利証や通帳の保管など、財産
に関わる行為

　介護 · 福祉サービスの利用手続きや費
用の支払い、医療 · 福祉施設への入退所
の手続きや費用の支払いなどの契約行為

相　談 申立て 審　理 審　判 審判確定

２か月〜４か月間程度かかります

本人や家族・親族
等から現在の状況
をお聞きし、本人
にとって最も望ま
しい形での支援方
法を探します。

申立書を家庭裁判
所でもらいます。
その後、記入した
申立書と必要書類
を家庭裁判所に提
出します。

家庭裁判所の調査
員が財産や生活の
様子などを聞いて、
どのような支援が
必要かを調査しま
す。

家庭裁判所が、後
見人等と支援方法
を決定します。

家庭裁判所から後
見人等決定の文書
が届き、支援が開
始されます。

次のページで日常生活自立支援事業をみてみましょう !

専門家

～成年後見制度って何？～

その他、悪徳商法に騙されて高価な物を
買ってしまった場合でも、後見人がつい
ていれば契約を無効にして代金を取り戻

すことができます。

あんじょう社協だより
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~日常生活自立支援事業って何?~〈成年後見制度と日常生活自立支援事業との違い〉
①日常生活自立支援事業って ?どんな人が利用できるの ?まとめ

その他

　日常生活において、自分ひとりで判断することに不安を抱えている認知症高齢者、知的障がい

のある人、精神障がいのある人などが、地域で安心して自立した生活を送れるよう支援する事業

です。判断能力に不安がある人でも福祉サービスの利用が適切に利用できるよう助け、これに伴

う日常的金銭管理をあわせて行います。

　『成年後見制度』は、判断能力が低下した人の財産管理や必要となる契約行為などに際して

本人の代理や援助を行い、本人の権利や利益を擁護する役割を担っています。

　一方『日常生活自立支援事業』は、判断能力等に不安が生じても住み慣れた地域で安心

して自分らしく暮らし続けることができるように、本人の意思を尊重し、利用者本位のサー

ビス利用を援助する仕組みです。

●当事業の契約にあたり、愛知県社協で開催される契約締結審査会を経る必要があります。結果によっ

  ては、ご希望に添えない場合もあります。
●判断能力が低下していて本人意思の確認ができない等の場合、成年後見制度の対象となります。

●ご家族の状況によりどちらの制度が望ましいかは異なります。

制度の詳細等については下記までお問い合わせ下さい。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　問い合わせ　総務係　７７－２９４１

③利用料はいくら?
●福祉サービスの利用援助 · 日常的金銭管理サービス　　　1回1,200 円 ( 生活保護受給者は無料 )

●書類等の預かりサービス　　　　　　　　　　　　　　 年間 3,000 円 ( 月額 250 円 )

②具体的に何をやってもらえるの ?
●福祉サービスの利用援助 ( 福祉サービスを利用するお手伝い )

　福祉サービスの利用手続きや福祉サービス利用料の支払い手続きの支援
●日常的金銭管理サービス ( 生活のためのお金の出し入れ )

　預金の払い戻しや、公共料金などの支払いの支援
●書類等の預かりサービス ( 重要な書類の預かり)

　預金通帳や印鑑、年金証書など重要物の保管

制　度 成年後見制度 日常生活自立支援事業

概　要
財産の管理、契約の代理や取り消し、介護・

医療へのサポートを行う（法律行為全般）

日常的な生活援助の範囲内での支援や福

祉サービスを利用する際の援助などを行う

具体例

・施設への入退所契約、入院契約の代理

・不動産の売却や遺産分割の代理

・消費者被害の取り消し

・福祉サービス利用の手伝い

・日常的なお金の出し入れの手伝い

・大切な書類等の預かり

法的根拠
( 所管 )

民法（法務省）

※本人の権利を法的に守る

社会福祉法（厚生労働省）

※地域において自立した生活を送る

対象者
認知症高齢者、知的障がいのある人、精神障がいのある人

判断能力等が低下した人、診断書の提出が必須 判断能力が不十分な人

相談先 弁護士・司法書士・社会福祉協議会等 社会福祉協議会

申込み 本人・親族等が家庭裁判所へ申立て 本人が社会福祉協議会へ申込み

費　用
（報酬）

家庭裁判所が決定

（本人の収入や財産に応じた負担額）

有料（基準あり）

※相談は無料

たとえば

◆こんな時に…
ひとり暮らしの高齢者の A さん。ホームヘ

ルプサービスやデイサービスを利用しながら

ひとり暮らしをしていましたが、度々、通帳

や印鑑を紛失したり、家賃や公共料金の支

払いを忘れるようになってきました。

◆このように支援！
安城市社協が本人と契約をし、サービ

ス利用料金の支払い手続き代行や、通

帳・印鑑の預りを行いました。また、月

に１回、自宅を訪問し、生活費のお届け

と相談援助を実施しています。

あんじょう社協だより
'18 8/15
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内�

安
城
市
福
祉
ま
つ
り
の
体
験
コ
ー
ナ
ー

や
バ
ザ
ー
コ
ー
ナ
ー
の
運
営
を
お
手
伝

い
し
て
い
た
だ
け
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を

募
集
し
ま
す
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
未
経
験

の
人
も
大
歓
迎
で
す
。

　
　

福
祉
ま
つ
り
で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

　

動
を
通
じ
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
人
と
の
出

　

会
い
や
福
祉
体
験
を
楽
し
ん
で
み
ま
せ

　

ん
か
？

対�

小
学
５
年
生
以
上

日�

10
月
７
日
㈰
午
前
８
時
30
分
～

　

午
後
５
時

申

�

９
月
１
日
㈯
午
後
５
時
ま
で
に
電
話
ま
た

は
窓
口
に
て
受
付

日�

９
月
15
日
㈯

　

①
午
前
10
時
～
11
時

　

②
午
後
１
時
30
分
～
２
時
30
分

　

※
当
日
の
役
割
説
明
な
ど
を
し
ま
す
の

　

で
、説
明
会
①
か
②
の
い
ず
れ
か
に
必

　

ず
出
席
し
て
く
だ
さ
い
。

場�

社
会
福
祉
会
館　

講
座
室

申

�

安
城
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　

 

☎
（
77
） 

２
９
４
５

■日
期
間
・
日
時　

■場
場
所　

■内
内
容　

■講
講
師
・
指
導　

■対
対
象
・
資
格　

■定
定
員
・
募
集
人
数　

■￥
費
用
・
受
講
料
等

　
■持
持
ち
物　

■申
申
込
方
法
等　

■問
問
い
合
わ
せ
先　

■他
そ
の
他　
　

※
「
■対
ど
な
た
で
も　

■定
特
に
な
し　

■￥
無
料
」
の
場
合
は
記
載
を
省
略

安
城
市
社
協
ウ

ブ
サ
イ
ト

■日
期
間
・
日
時　

■場
場
所　

■内
内
容　

■講
講
師
・
指
導　

■対
対
象
・
資
格　

■定
定
員
・
募
集
人
数　

■￥
費
用
・
受
講
料
等

　
■持
持
ち
物　

■申
申
込
方
法
等　

■問
問
い
合
わ
せ
先　

■他
そ
の
他　
　

※
「
■対
ど
な
た
で
も　

■定
特
に
な
し　

■￥
無
料
」
の
場
合
は
記
載
を
省
略

安
城
市
社
協
ウ

ブ
サ
イ
ト

　

生
活
等
に
お
困
り
の
人
へ
、
資
金
の
貸
付

を
行
っ
て
い
ま
す
。

内�

総
合
支
援
資
金
、
福
祉
資
金
、
教
育
支

援
資
金
、
不
動
産
担
保
型
生
活
資
金
、

善
意
銀
行
貸
付
資
金
、
一
時
的
な
生
活

困
窮
を
対
象
と
し
た
緊
急
援
助

　

※�

限
度
額
、
償
還
期
間
、
利
子
は
資
金

の
種
類
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。

対�

低
所
得
世
帯
、
障
が
い
者
世
帯
、
介
護

を
要
す
る
高
齢
者
の
い
る
世
帯

申

�

予
約
制

他�

貸
付
に
は
、
担
当
者
に
よ
る
面
接
、
世
帯

全
員
の
収
支
状
況
の
分
か
る
書
類
の
確

認
や
、
地
域
の
民
生
委
員
に
よ
る
確
認

な
ど
の
審
査
を
行
い
ま
す
。

問�

事
業
係 

☎
（
77
） 

２
９
４
１

内�

子
ど
も
の
生
活
、
行
動
、
し
つ
け
、
発
達
、

障
が
い
な
ど
、
子
育
て
の
悩
み
に
専
門

の
先
生
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

日�

毎
月
第
２
・
第
４
土
曜
日

　

午
後
１
時
30
分
・
午
後
３
時
か
ら
の
そ
れ

　

ぞ
れ
１
時
間
程
度　

※
祝
祭
日
は
休
み

場�

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

申

�

完
全
予
約
制
（
前
々
日
ま
で
に
要
予
約
）

他�

相
談
は
無
料

問�

地
域
福
祉
係　

☎
（
77
） 

７
８
８
９

　

サ
ル
ビ
ア
号
（
車
い
す
移
送
車
）
を
市
内

在
住
の
車
い
す
使
用
者
及
び
車
い
す
使
用

者
を
移
送
す
る
人
、
市
内
の
福
祉
団
体
や
福

祉
施
設
に
貸
出
し
て
い
ま
す
。

　

電
動
リ
フ
ト
付
タ
イ
プ
と
、
車
い
す
の
昇

降
を
補
助
し
て
く
れ
る
電
動
ウ
イ
ン
チ
付

タ
イ
プ
（
※
軽
自
動
車
）
の
２
種
類
が
あ
り

ま
す
。

利
用
日
数
▼
原
則
と
し
て
同
一
月
内
で
、

合
計
4
日
間
ま
で
（
閉
館
日
を
除
く
）

利
用
方
法
▼
各
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
電
話
ま

た
は
窓
口
に
て
空
き
状
況
を
確
認
後
、
予
約

し
て
く
だ
さ
い
。
当
日
ま
で
に
申
請
書
を
提

出
。
申
請
時
に
運
転
者
の
免
許
証
を
確
認
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

予
約
は
、「
利
用
日
の
属
す
る
月
の
3
か

月
前
の
初
日
」
か
ら
で
き
ま
す
。

 

被
災
地
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
給
付
金

内�

平
成
30
年
７
月
豪
雨
に
よ
り
、西
日
本

を
中
心
に
甚
大
な
被
害
が
出
て
い
ま

す
。安
城
市
・
安
城
市
社
協
で
は
、被

災
地
で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
関

す
る
宿
泊
費
と
交
通
費
の
一
部
を
給

付
し
て
い
ま
す
。

他�

対
象
や
給
付
金
等
、詳
し
い
内
容
に
つ

い
て
は
、安
城
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
「
平

成
30
年
７
月
豪
雨
に
お
け
る
安
城
市

の
対
応
に
つ
い
て
」内
の
「
被
災
地
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
支
援
事
業
」を
ご
覧

下
さ
い
。

問�

安
城
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　

 

☎
（
77
） 

２
９
４
５

 

災
害
義
援
金

　

�

市
役
所
、
社
会
福
祉
会
館
お
よ
び
各
福
祉

セ
ン
タ
ー
窓
口
に
災
害
義
援
金
の
募
金
箱

を
設
置
し
て
い
ま
す
。
み
な
さ
ま
か
ら
の

温
か
い
ご
支
援
を
お
願
い
し
ま
す
。

問�

企
画
財
務
係　
　
　

☎
（
77
） 

２
９
４
１

安
城
市
社
会
福
祉
協
議
会
が

窓
口
と
な
る
貸
付
制
度
の
ご
案
内

安
城
市
福
祉
ま
つ
り

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

福
祉
セ
ン
タ
ー
ま
つ
り

子
ど
も
生
活
相
談

サ
ル
ビ
ア
号
（
車
い
す
移
送
車
）を
ご
利
用
く
だ
さ
い

事業名 日時 問い合わせ先

北部福祉センター
まつり

～楽しみ・ふれあい・
地域の輪～

９月２日（日）
午前９時３０分～
午後３時３０分

北部福祉センター
☎９７－５０００

中部福祉センター
まつり

９月７日（金）・８日（土）
午前９時～午後５時
９月９日（日）　
午前９時～午後３時

中部福祉センター
☎７６－００９０

作野福祉センター
まつり

９月１７日（月・祝）
午前９時～午後４時

作野福祉センター
☎７２－７５７０

内�

歳
末
激
励
品
（
サ
ル
ビ
ア
商
品
券
７
千

円
相
当
）を
贈
呈
し
ま
す
。

　
　

対
象
と
な
る
人
は
、お
申
し
込
み
く

　

だ
さ
い
。年
末
に
民
生
委
員
・
児
童
委

　

員
が
お
届
け
し
ま
す
。

対�

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人

　

①
児
童
扶
養
手
当
受
給
者

　

②
特
別
児
童
扶
養
手
当
受
給
者

※
平
成
30
年
11
月
１
日
現
在
の
受
給
決
定

　

者
で
あ
る
こ
と
。

申

�

申
請
書
を
10
月
31
日
㈬
の
午
後
５
時
ま

で
に
社
会
福
祉
会
館
窓
口
に
持
参
す
る

か
、
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

※
郵
送
の
場
合
も
10
月
31
日
㈬
必
着
。

　

余
裕
を
持
っ
て
投
函
し
て
く
だ
さ
い
。

※
申
請
書
は
社
会
福
祉
会
館
及
び
市
内
福

　

祉
セ
ン
タ
ー
窓
口
で
配
布
の
ほ
か
、
社

　

協
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー

　

ド
で
き
ま
す
。

問�

〒
４
４
６
ー
０
０
４
６

　
　

安
城
市
赤
松
町
大
北
78
番
地
４

　
　

安
城
市
社
会
福
祉
協
議
会

　
　
　
　
　

事
業
係
☎
（
77
） 

２
９
４
１

中
学
３
年
生
ま
で
の
子
ど
も
を
養
育

す
る
人
に
支
給
さ
れ
る
「
児
童
手
当
」

と
は
異
な
り
ま
す
。

説
明
会

被
災
地
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
給

付
金
、
災
害
義
援
金
に
つ
い
て

車名
乗車人員　

( ) 内は車いす乗車台数
利用者負担 問い合わせ先

レジアスエース １０人乗り（２台） 燃料費

（満タンにして返却）
 総合福祉センター　☎７７-７８８８

セレナ   ６人乗り（１台）

タント

（※軽自動車）
３人乗り（１台）

 走行距離１０㎞まで 
   １００円
 以降１０㎞ごとに
   １００円加算
 ※燃料費としてご
    負担いただきます

 北部福祉センター　☎９７-５０００

 西部福祉センター　☎７２-６６１６

 作野福祉センター　☎７２-７５７０

 桜井福祉センター　☎９９-７３６５

 中部福祉センター　☎７６-００９０

 安祥福祉センター　☎７３-５７５７

 明祥福祉センター　☎９２-３６４１

レジアスエース１０人乗り

タント３人乗り

赤
い
羽
根
共
同
募
金
配
分

事
業
歳
末
激
励
品
贈
呈

日時 場所 問い合わせ

介護者のつどい

   ９月１日（土）
   午後１時３０分～４時
    ※介護者おしゃべりサロンと合同開催

　西部福祉センター 集会室 　西部福祉センター　☎７２－６６１６

   ９月７日（金）
   午後１時３０分～３時 　安祥福祉センター 会議室 　安祥福祉センター　☎７３－５７５７

   ９月１３日（木）
   午後１時３０分～３時３０分 　中部福祉センター 教養娯楽室 　中部福祉センター　☎７６－００９０

   ９月1４日（金）
   午後１時３０分～３時３０分 　作野福祉センター デイルーム 　作野福祉センター　☎７２―７５７０

   ９月２０日（木）
   午後１時３０分～３時 　明祥プラザ 多目的室 　明 祥 プ ラ ザ 　☎９２―３６４１

   ９月２２日（土）
   午前１０時～1１時３０分 　桜井福祉センター 多目的室１ 　桜井福祉センター　☎９９－７３６５

   ９月２８日（金）
   午後１時３０分～３時 　介護老人保健施設さとまち 　北部福祉センター　☎９７－５０００

介
護
者
の
つ
ど
い

あんじょう社協だより
'18 8/15
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